
西条産品応援団

バラ
　バラと聞いて知らない人はいませんが、西条市がバラ

の産地だと知らない市民の方は多いのではないでしょうか。

　バラは丹原地区などで盛んに栽培されており、市内ＪＡの農産

物出荷額では上位になっています。ＪＡ東予園芸では90品種以上のバ

ラを扱っており、大阪の花市場では「スプレーバラ（一本の茎に多くの花を

つけたバラ）と言えばＪＡ東予園芸」といわれるほど有名です。ＪＡ東予園芸のバ

ラは直販所「おいでんやとうえん」（TEL0898ー68ー3600）で購入することもできます。

色も形も個性豊かなバラ

長く楽しむコツ

　バラ農家の佐伯勇輔さんは、アーチング栽培という方法で40品種以上のバラを栽培しています。「品種によっ

て病害虫への抵抗力などの性質が違うため、栽培には気を使います。毎日、朝晩の２回、開花前に収穫していま

す」「樹勢が弱まらないよう３年ごとに株を植え替えており、その際は

トゲが無く扱いやすい品種や、流行・将来性などを考慮した品種を選ん

でいます」と佐伯さん。花の消費が少ないといわれている日本の中でも

愛媛県は消費の最も少ない地域の一つであるため、フラワーアレンジメ

ントの体験教室を保育園や幼稚園で実施するなど、「食育」ならぬ「花

育」に力を入れているそうです。

　ふるさとの特産品のバラを、大切な人の誕生日や記念日のプレゼント

にすることはもちろん、何気ない日常にも飾ってみませんか。

ふるさと産品通信

問合せ　市庁舎新館４階　観光物産課　

　　　　物産・ブランド推進係　TEL0897－52－1380

＜材料＞４～５人分
　冷凍いちご…250ｇ、砂糖…100ｇ、レモン果汁…適宜

＜作り方＞
　①冷凍いちごに砂糖を加えて、砂糖が溶けるまで電子レンジで加熱す

　　る。（ふきこぼれに注意してください）

　②いちごをフォークなどでつぶし、レモン汁を３～４滴加えて味を調

　　整する。

　今回は火を使わないので、どなたでも簡単に作れます。ぜひお試しください。

いちごシロップの作り方

旬のふるさと産品の活用術

食創館
がお届
けする

　前回、広報さいじょう３月号で紹介した冷凍いちごを使います。

▲バラを収穫する佐伯勇輔さん

　こまめに水替えを行い、切り口が黒ずむ前に根元を切ることで、花を美しい状態に保

つことができます。

※食創館：西条市食の創造館

今回は
Flower
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